
　標記につきまして、令和４年度の参加者を募集します。

まちづくりに関わる人たちが日々取り組んでいる活動の紹介、併せて次代を担う子どもたち

が喜びや発見に満ちた生き物との触れ合いの活動記録を発表します。 

つきましては、下記のとおり開催いたしますので、ご参加をお待ちしております。

日 時 ： 令和4年11月17日（木）　13:00～16:00（予定）　12:30開場

場 所 ： 名古屋市公館　　名古屋市中区三の丸三丁目２番５号

（愛知県庁議会棟斜め向い）

参 加 費 ： 無　料

募 集 定 員 ： 60名

申 込 締 切 ： 令和4年11月10日（木）及び定員になり次第締め切りとなります。

プ ロ グ ラ ム

【オープニング】　 ・ 石塚元章氏

【基調講演】 ・ 田中 麻利絵氏

【行政からの実践報告会】 ・ 環境省 中部地方環境事務所 資源循環課

　　 ・ 名古屋市環境局 脱炭素社会推進課

【学校・企業からの実践報告会】 ・ 名古屋市立工芸高等学校

・ ヤマダインフラテクノス株式会社

【未来の人たちからの報告】 ・ 富士文化幼稚園からの報告と歌

＊＊参加申込先・お問い合わせ先＊＊

■　一般社団法人愛知県建設業協会（担当：土田） TEL ： 052-242-4191

FAX ： 052-242-4194

E-mail ： h-tsuchida@aikenkyo.or.jp

※ 新型コロナウィルス感染症の拡大防止対策として予防を徹底してまいります。

情勢により一部内容を変更する可能性がございます。ご了承ください。

「第 17回 持続可能な明日をめざすシンポジウム」参加者を募集します！ 

一般社団法人 愛知県建設業協会

記

mailto:h-tsuchida@aikenkyo.or.jp


下記のE-mail及びFAXにて申し込みお願いいたします。

 E-mail ： h-tsuchida@aikenkyo.or.jp

 FAX ： 052-242-4194　
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※新型コロナウィルス感染症の拡大防止対策として予防を徹底してまいります。情勢により一部内容を変更する可能性がございます。ご了承ください。

なごや環境大学/名古屋市/名古屋商工会議所/一般社団法人名古屋建設業協会/東日本建設業保証株式会社

国土交通省中部地方整備局/環境省中部地方環境事務所/愛知県/環境パートーナーシップ・CLUB/ 
株式会社日刊建設工業新聞社名古屋支社/株式会社日刊建設通信新聞社中部支社/株式会社建通新聞社中部支社

共　催

後　援

企画責任団体 一般社団法人愛知県建設業協会

60名　参加費無料

第17回 持続可能な明日をめざすシンポジウム
～いのちつながる 街づくり担い手づくり～

実践報告会実践報告会

令和4年

11/17
13:00～16:00

名古屋市公館 1階
レセプションホール

（12:30 開場）

日時

会場

木

※ご来場は公共交通機関をご利用ください

〈未来への思いやり〉〈未来への思いやり〉

特別公開講座



〈未来への思いやり〉SDGs実践報告会〈未来への思いやり〉SDGs実践報告会

基調講演ゲスト　田中 麻莉絵

2015年、国連が全会一致で採択した<SDGs>。2030年の持続可能な地球社会の実現という
ゴールに向けて設定された17の目標をめざして、わが国でも多様な取り組みがはじまっています。
17年目を迎えた本シンポジウムでは、「誰一人取り残さない」という<SDGs>のめざす社会像を
学ぶ基調講演に続いて、行政・企業・学校・未来を担う子どもたちが世代も立場も超えて<SDGs>
社会の実現につながる各々の取り組みを発信します。

2015年、国連が全会一致で採択した<SDGs>。2030年の持続可能な地球社会の実現という
ゴールに向けて設定された17の目標をめざして、わが国でも多様な取り組みがはじまっています。
17年目を迎えた本シンポジウムでは、「誰一人取り残さない」という<SDGs>のめざす社会像を
学ぶ基調講演に続いて、行政・企業・学校・未来を担う子どもたちが世代も立場も超えて<SDGs>
社会の実現につながる各々の取り組みを発信します。

13：05～13：10 主 催 者 挨 拶

13：00～13：05 オ ー プ ニ ン グ

15：20～15：40 未来の人たちからの報告

13：10～13：55 基 調 講 演

13：55～14：35 報告会❶

14：50～15：20 報告会❷

15：40～15：50

15：50～16：00

14：35～14：50 休 憩

お問い合せ先　一般社団法人 愛知県建設業協会 ( 担当 : 土田 )【TEL】052-242-4191 【FAX】052-242-4194

1983年生まれ。2012年ホームページ・チラシ制作会社株式会社オア
シスを設立。2014年に受診した健康診断で骨髄異形成症候群（ＭＤＳ）を
発症し、余命5年宣告を受ける。その後自身の経験を元にエンディング
（終活）サービス事業を立ち上げ、ヘルプマークの普及活動のための
NPO法人いのち繋ぐプロジェクトを立ち上げる。現在は、闘病生活の
ために仕事をやめ、療養生活を送っている。ヘルプマークの活動は新聞、
テレビ、Yahoo！ニュース等多数掲載されている。

第17回 持続可能な明日をめざすシンポジウム
～いのちつながる 街づくり担い手づくり～

2015年9月の国連サミットで全会一致で採択。「誰一人取り残さない」持続
可能で多様性と包容力のある社会の実現のため、2030年を年限とする17の
国際目標。（その下に、169のターゲット、232の指標が決められています。）

持続可能な開発目標（SDGs）とは?

写真は去年の様子です。

名古屋市環境局　環境企画部長　　　　　　市橋 和宜

CBC特別解説委員　　　　　　　　　　　石塚 元章

富士文化幼稚園児の活動発表・合唱

『知る思いやり、知らせる思いやり。広げようヘルプマーク』
ヘルプマーク普及活動家　　　　　　　田中 麻莉絵

『脱炭素と循環経済の現状』
中部地方環境事務所 資源循環課　　　　　篠田 菜穂

名古屋市 環境局 脱炭素社会推進課　　　　　 　尾上 圭
『脱炭素社会の実現に向けた本市の取り組み』

『工芸高校都市システム科の
「持続可能なまちづくりの実現」に向けた取り組み』

名古屋市立工芸高等学校 都市システム科

コメンテーターによるまとめ

結びの言葉

『環境保全とインフラ保全の両立』
ヤマダインフラテクノス株式会社　　　　　山田 翔平
会員企業

石塚 元章
CBCテレビ特別解説委員

コメンテーターコメンテーター


